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Ⅰ．はじめに
野外活動は，青少年の自主性や社会性，協調性を育む
ものとして，第２次世界大戦後，青少年育成に必要な教
育活動として位置付けられ学校教育や社会教育の中で発
展してきた。１９９０年代以降，野外活動は，青少年の「生
きる力」を身につけるために必要な教育活動として見直
され，「野外教育」としてさらなる充実が求められてき
た。また，人が生涯にわたり成長する機会としての教育
的効果が期待され，野外活動，野外教育は，青少年期だ
けのものではなく，幼児から高齢者まであらゆる年代を
対象とするようになった。実際に，人びとの自然回帰や
健康志向の高まりと相まって，登山やカヌー，歩くス
キー，あるいは野鳥観察などを楽しむ中高年や家族，仲
間とともにオートキャンプ，ファミリーキャンプに参加
するレジャー人口が増えている。
なかでも中高年の野外活動参加人口の増加は著しい。
同時に，中高年の野外活動中の事故が増加し，新たな課
題となっている。２００９年７月の北海道大雪山系トムラウ
シ山で起きた中高年対象の山岳ツアー客８名，同日同山
系の登山者２名，計１０名の死亡遭難事故は，国内夏山遭
難として過去最悪のものであった。この事故は，偶発的
な事例ではなく，その背景には，野外活動指導者の安全
管理が未整備な段階で，急速に野外活動への関心が一般
の人びとに広がり，参加者に対する安全教育が十分なさ
れていなかったことがあげられる。
筆者らは，野外活動における安全管理と安全教育に関
する研究を行っているが，安全教育の基本は，「自らの
安全は，自らが守る」１）と考えている。今回，野外活動
の安全教育プログラム開発の第１段階として地域住民を
対象とした「平成２１年度北翔大学生涯スポーツ学部開設
記念講座」において，受講者に対する安全教育の講義及
び演習を試みた。本論では，その内容について報告する。
Ⅱ．地域住民を対象とした講座の概要
１．実施日及び講座名
平成２１年１１月２８日（土）１０時～１２時に，北翔大学内に
おいて，「平成２１年度北翔大学生涯スポーツ学部開設記
念講座」の一つとして講義及び演習を実施した。
２．受講者
北翔大学エクステンションセンターの募集（冊子及び
ＨＰ）に対して，申し込みのあった大学周辺の地域住民
１６名（男性９，女性７名）と本学学生３名（男性２名，
女性１名）の計１９名（男性１１名，女性８名）。
３．年齢
２０歳代～７０歳代（２０歳代４名，３０歳代１名，４０歳代２
名，６０歳代７名，７０歳代４名，不明１名：平均４９．４歳）。
４．プログラムのテーマと展開方法
①「野外活動と安全」（担当：粥川）をテーマに講義形
式で実施した。
②「野外活動のファーストエイド（トラブルへの対応）」
（担当：杉岡）をテーマに講義及び演習形式で実施し
た。演習には，演習補助者（看護師）を置いた。
①，②のいずれもパワーポイントと冊子を使用した。
５．「野外活動と安全」のプログラム内容
以下の野外活動時における安全のための基本事項を説
明した。
①危険の種類
リスクとハザードについて
②野外活動時における危険要因
ａ．内的要因（参加者自体に内在するもの）
参加者の不注意や不規則な生活，活動に見合って
いない技術，体力，判断力。
ｂ．外的要因
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・自然環境の危険（気象・地形・動植物）
・生物的な危険（病気・ケガ）
・社会的，文化的，人為的な危険（人間関係・装備・
食糧・施設・プログラム・主催者や指導者の過失）
③ハインリッヒの法則
④楽しく安全な野外活動を行うための要件
基本７項目について
⑤危険予知と対処法の基本形
危険衝撃度と発生確率の組み合わせで異なる四つの対
処法について
⑥危険予知能力を高める方法
ａ．ヒヤリ・ドキッ体験シート
野外活動時に小さな異常を感じた体験を記録して
おく「ヒヤリ・ドキッ体験シート」の作成を勧めた。
ｂ．危険予知トレーニング
野外活動時のイラストを見て，危険個所を挙げる
危険予知トレーニング（KYT）シートを一つ使用
して演習をした（図１，２）。
図１ 危険予知トレーニング（KYT）シート２）
図２ 危険予知トレーニング（KYT）シートの解答２）
⑦危険回避能力を高める方法
ａ．危険衝撃度合や発生率による対処法
ｂ．リスクマネジメントエクササイズ
日本キャンプ協会が作成したリスクマネジメント
エクササイズ（RME）を紹介し，その中の危険回
避能力問題を一つ使用して演習をした。（図３）
ｃ．事故発生時に事態を最小限に抑えるための救命・
救急法
ｄ．補償対策としての保険の加入
図３ リスクマネジメントエクササイズ（RME）の問題３）
次に，本講座で取り上げる危険要因は，外的要因の
「気象」「動植物」「装備」であることを告げ，各項目の
概要と対処法について説明した後，一部演習を試行した。
①「気象」－野外活動と気象
ａ．天気を予測する手段
天気予報の入手，天気図等の情報から天気を予測，
地元の人の情報，観点望気。
ｂ．雲の形と天気や風の変化
ｃ．雷の対処法
森の中，山頂や尾根，テントの中いる各場面の対
処法。
②「動植物」－ヒトからみた危険な生物
ａ．野生生物の棲みかに入る場合の心得
『ヒトが野外活動をするということは野生生物の
棲みかに足を踏み入れるということである。野生生
物は驚き，自らの身や仲間を守るためにヒトを攻撃
してくる。この攻撃を回避するためのポイントは，
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カテリープ FSロール
閉鎖療法（ラップ療法）
食品包装用ラップ
野外へ入る時に，これから活動する場所に棲んでい
そうな生物の生態を知り「おじゃまします」という
気持ちと「肌を露出しない服装を心掛ける」ことが
大切である』という心得を示した上で，危険な生物
の回避方法と対処法を伝えた。
ａ．危険な生物の回避方法と対処法
スズメバチ，ドクガ，ヤマトダニ，ウルシ，キョ
ウチクトウ，ウメ，毒キノコ
ｂ．危険な生物（北海道編）
受講者の身近な危険因子として，北海道に生息す
る危険な動植物（エキノコックス，ヒグマ，バイケ
イソウ）の回避方法と対処法を説明した（写真１）。
③「装備」－野外活動の装備と服装
野外活動の装備を以下のように示した後，受講者に服
装と装備の実物を提示した。
「タオル，雨具（上下分かれた物），水（５００×３本），
非常食（チョコレート・あめ等），非常シート・救急セッ
ト，着替，防寒具，帽子，軍手，懐中電灯・ナイフ・マッ
チなど 個々の装備はそれぞれにビニール袋等に入れ１
つのザックにまとめる」
写真１ 「野外活動の安全」の講義
最後に，「野外活動と安全」のプログラムのまとめに
かえて事前チェック用の安全チェックシート（表１）を
提示した。
６．「野外活動のファーストエイド（トラブルへの対応）」
のプログラム内容
まず，以下の内容について講義形式で実施した。
①ファーストエイドの定義
基礎的知識として，「ファーストエイドとは何か」に
ついて説明した。
②ファーストエイドの方法
ファーストエイドの項目のうち，野外活動中に起こり
やすい「傷」，「やけど」，「ねんざ」の対応について説明
した。また，講座の開講時期に合わせ，冬期に起こりや
すい「低体温症」の症状及び対応を説明した。
ａ．傷（きり傷，すり傷）の対応
傷の対応として，最近行われている傷を消毒しない
方法及び閉鎖療法（図４）について説明した。
図４ 「閉鎖療法（ラップ療法）」のスライド
表１ 安全チェックシート
安全チェック□を心がけましょう
□ 体調は万全ですか？睡眠，便通は？
□ 今日の計画を家族や身近な人に伝えてありますか？
□ 無理のないタイムスケジュールですか？
□ 天気予報をチェックしましたか？
□ 活動にふさわしい服装ですか？
□ 必要な装備を持ちましたか？（雨具・防寒具・水・
非常食など）
□ 救急セットは持ちましたか？（絆創膏・三角巾・
常備薬・など）
□
□







未記入欄には必要なチェック項目を追加
□
オリジナル安全チェックシートをつくりましょう
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ｂ．やけどの対応
ｃ．低体温症の症状及び対応（図５，６）
図５ 「低体温症の症状」のスライド
図６ 「低体温症の対応」のスライド
ｄ．ねんざの対応
ねんざ時の対応の基本であるRICE処置（REST：
安静，ICE：冷却，COMPRESSION：圧迫，ELE-
VATION：挙上）について説明した。
③ファーストエイドセット（図７）
図７ 「ファーストエイドセット」のスライド
講義後，「包帯法」及び「三角巾を使用したねんざの
対応」について，演習形式で実施した。
まず，筆者が「包帯法」のデモンストレーションを行っ
た。その後，受講者が２人１組となり，お互いに包帯法
を実施した（写真２）。
次に，筆者が「三角巾を使用したねんざの対応」のデ
モンストレーションを行い，受講者が各自で実施した。
いずれも，筆者及び演習補助者（看護師）が巡回し，個
別指導を行った。
写真２ 包帯法の演習
７．アンケートの実施及び結果
本講座の効果について知り，今後具体的な安全教育プ
ログラム作成の参考にすることを目的に，講座終了後に
アンケート（表２）を配布し，記入後回収した。有効回
答数は１９名，回答率は１００％である。
１）野外活動時における危険要因について（表３）
「野外活動時における危険要因のうち，本講座で初
めて気づいた要因はありましたか（複数回答）」では，
「食料」以外の項目で回答が得られた。特に，多かっ
たのは，「人間関係」（３２％），次いで「気象」（２６％），
「動植物」，「主催者・指導者の過失」（２１％）であった。
２）野外活動のファーストエイドについて（表４）
「野外活動のファーストエイドで，本講座で初めて
知ったこと，体験した事はありましたか（複数回答）」
では，全項目にわたり回答が見られた。特に，多かっ
たのは，「低体温症の対応」（７９％）で，次いで，「ね
んざの対応」（５８％），「包帯法（含む包帯，三角巾の
つくり方）」（５３％）であった。
３）野外活動の安全に関すること（表５）
「野外活動の安全に関することで，今後知りたいこ
と，体験してみたいことはありますか（複数回答）」
では，「リスクマネジメントエクササイズ（RME）」，
「危険予知トレーニング（KYT）」（５３％）が多く，
演習形式を希望していることが示された。また，ファー
野外活動における安全教育の試み
―４４―
平成２１年度 北翔大学 生涯スポーツ学部 開設記念講座
「野外活動と安全」・「野外活動のファーストエイド」 参加者アンケート
本日はご参加いただきありがとうございました。本日の講座はいかがでしたでしょうか。演者らは，「野外活動
の安全に関する講座」のプログラム開発につとめているところです。今後の講座をより良くするために，以下の
アンケートにご協力をお願いいたします。
なお，頂戴しましたご意見は，上記目的以外には使用いたしません。
＊ 性別・年齢 男性 ・ 女性 （ ）歳代
・以下の１～３の問いの該当する項目欄に□をつけてください（いくつでも可です）
１．野外活動時における危険要因のうち，本講座で初めて気づいた要因はありましたか？
＊内的要因（参加者自体に内在するもの）
□参加者の不注意 □不規則な生活 □活動に見合っていない技術
□活動に見合っていない体力 □活動に見合っていない判断力
＊外的要因
・自然環境の危険：□気象 □地震 □動植物
・生物的な危険：□病気 □ケガ
・社会的，文化的，人為的な危険：
□人間関係 □装備 □食糧 □施設 □プログラム □主催者や指導者の過失
２．野外活動のファーストエイドで，本講座で初めて知った事，体験した事はありましたか？
□傷（きり傷・すり傷）の対応 □やけどの対応 □ねんざの対応
□低体温症の対応 □包帯法（含む包帯，三角巾のつくり方）
３．野外活動の安全に関することで，今後知りたいこと，体験してみたいことはありますか？
□野外活動時の外的要因（食糧など具体的なものがあれば記入して下さい： ）
□危険予知トレーニング（ＫＹＴ） □リスクマネジメントエクササイズ（ＲＭＥ）
□保険（傷害・賠償保険）について
□その他（ ）
ファーストエイド
□打撲・肉離れの対応 □骨折の対応 □虫さされ・かぶれの対応 □熱中症の対応
□食中毒の対応 □心肺蘇生の方法（ＣＰＲとＡＥＤ） □搬送法
□その他（ ）
４．その他，なにかご意見・ご希望があればご自由にお書き下さい。
ご協力ありがとうございました。
ストエイドでは，「食中毒の対応」（５８％），次いで
「骨折の対応」，「熱中症の対応」（４２％）が多かった。
表３ 本講座で気づいたこと（危険要因）
危険要因 内的要因 不注意 １６％
不規則な生活 １１％
技術 １１％
体力 １６％
判断力 ２１％
外的要因 自然環境 気象 ２６％
地形 ５％
動植物 ２１％
生物 病気 １６％
ケガ １１％
社会・文化・人為 人間関係 ３２％
装備 １１％
食料 ０％
施設 ５％
プログラム １１％
主催者・指導者の過失 ２１％
表４ 本講座で知った・体験したこと（ファー ストエイド）
ファーストエイド
傷（きり傷・すり傷） ２６％
やけど １１％
ねんざ ５８％
低体温症 ７９％
包帯法 ５３％
表５ 今後知りたいこと・体験したいこと
危険要因 ２６％
危険予知トレーニング（ＫＹＴ） ５３％
リスクマネジメントエクササイズ（ＲＨＥ） ５３％
保険 ３７％
その他 ０％
打撲・肉離れ ３２％
骨折 ４２％
虫さされ・かぶれ ３７％
熱中症 ４２％
食中毒 ５８％
心肺蘇生 ３７％
搬送 ３７％
その他 ９％
４）意見・希望について
意見・希望を自由記述で求めたところ，以下のよう
な記載があった（原文のまま）。
これらは「受講の機会をもちたい」というものであ
り，野外活動の安全に関わる知識を得たいという気持
ちが示された。また，今後の内容については，演習形
式の希望が明らかになった。
０１：新しいキーワードを頂きました。よく調べたうえ
再度受講できる機会があるとよいと思っています。
ありがとうございました（７０歳代）。
０２：講義があれば何度でも参加させて頂きたいです。
また機会があればお願いします（４０歳代）。
０３：元看護師なのですが離職してから１０年以上経過し
ているので復習として何のことでも受講したい
（７０歳代）。
０４：今後も参加してみたいと思います。ありがとうご
ざいました（３０歳代）。
０５：本日はありがとうございました。新しい知識を今
後に生かしていいきたいと思います（２０歳代）。
０６：体験させて頂き，よく理解できました（６０歳代）。
０７：具体的な演習が良かった（６０歳代）。
表２ 参加者アンケート
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Ⅲ．統括と今後の展望
今回実施した講座は，受講者の約７割（１３名）が４０～
７０歳代であった。講義，演習では，受講者は積極的に質
問をするなど，意欲的な姿勢が見受けられ，中高年の野
外活動の安全に対する関心の高さがうかがえた。
また，アンケート結果が示すように，野外活動の危険
要因及びファーストエイドに関して，受講者は各々が新
たな気づきや体験をしていた。特に，野外活動の危険要
因については，今回の講義で取り上げた項目の「気象」
「動植物」に限らず，「人間関係」や「主催者・指導者
の過失」などの新たな知識を得たようである。また，野
外活動のファーストエイドでは，「ねんざの対応」「低体
温症の対応」「包帯法（含む包帯，三角巾のつくり方）」
で高い数値が得られ，中でも「低体温症の対応」が多く
の受講者の新たな知識と体験となったことが示されてい
た。この理由としては，本講座の開設が冬期であったこ
とや２００９年７月の北海道大雪山系死亡遭難事故のニュー
スにおいて低体温症が取り上げられたことが影響してい
ると考えられ，受講者が野外活動に関わる事故報道を，
身近なものとして捉えていることが示された。
今回の講座では，野外活動の危険要因と対処法および
ファーストエイドに関する項目の一部に留めている。し
かし，アンケート結果からわかるように，受講者は，今
回の講座で取り上げなかった項目についても，更に学び
を深めたいという意欲を持っている。そして，受講方法
については，自らが参加する「危険予知トレーニング
（KYT）」，「リスクマネジメントエクササイズ（RME）」
やファーストエイドなどの演習形式で行うものを求めて
いる。
これらを踏まえ，今後の展望としては，安全教育の基
本である「自らの安全は，自らが守る」ことを身につけ
るために，受講者が野外活動の危険要因と対処法および
ファーストエイドに関する知識・スキルを獲得できるよ
うに，項目をしぼり込み，参加型の演習形式を中心とし
て，継続的に講座を実施していきたい。また，今回，筆
者らは，安全教育のプログラムの一つとして地域住民を
対象とした講義及び演習を試みたが，既述したように野
外活動，野外教育の対象が，幼児から高齢者まであらゆ
る年代に広がりを見せていることを鑑み，各年齢層に合
わせた内容の検討を行い，安全教育のプログラムの開発
につなげていきたい。
付 記
本研究は，平成２１年度北翔大学北方圏生涯スポーツ研
究センター研究費の助成を受けて実施された。
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抄 録
野外活動は，人が生涯にわたり成長する機会としての教育的効果が期待され，レジャー人口の増加と共に野外活動
の参加者は，幼児から高齢者までのあらゆる年代へ拡がりを見せている。しかし，野外活動指導者の参加者に対する
安全管理や安全教育は十分なものとは言えず，野外活動時における事故報告が増加し，新たな課題となっている。
筆者らは，このような現状を踏まえ，野外活動時の安全教育の基本は，「自らの安全は，自らが守る」と考え，野
外活動の参加者自身が身につけるべき知識とスキルの獲得を目的とした安全教育プログラムの開発に取り組んだ。本
稿は，野外活動時の安全教育プログラムの一つの試みとして，地域住民を対象とした安全教育の講義及び演習を行なっ
た内容を中心に報告する。
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